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Ⅱ-13 在庫移動入力 
 

在庫移動入力の役割 

指定拠点の在庫（帳棚）を他拠点へ移動する為の移動明細を一括で作成します。 

移動する在庫は現在庫となります。 

マイナス在庫分は移動されません。 

作成された移動明細は出荷入力（受注残機能無）で修正・削除が可能です。 
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操作方法 

1. 作業日付・伝票日付 

 初期表示は当日の日付が表示され、変更後は変更した日付が表示されます。 

 2018 年 5 月 1 日の場合 18 05 01 または 2018 05 01 と入力します。 

 また、「作業日付」「伝票日付」の文字をクリックすることで、 

 カレンダーが表示され日付を選択できます。 

 カレンダーを閉じるときは右上の×を押します。 

2. 出庫元 

 在庫の移動元を指定します。初期表示は空白です。 

 スペースキーを押すと、検索画面が表示されます。 

3. 出荷先 

 在庫の移動先を指定します。初期表示は空白です。 

 スペースキーを押すと、検索画面が表示されます。 

4. 担当者 

 出荷先の担当者名が表示されます。変更はできません。 

5. 移動数表示 

                    にチェックを入れた場合、移動数の入力項目に現在の在庫数が 

 表示された状態で入力を始めることが出来ます。 

 出庫元に指定した拠点の在庫を全て移動させる場合等に有効です。 

 初期表示ではチェックはありませんが、次回以降は前回使用時のチェック状態が記憶されます。 

6. 商品条件設定 

 商品条件設定ボタンを押すと、移動対象とする商品の範囲指定画面が表示されます。 

 範囲指定可能な項目はブランド、アイテム、展示会、季節、品番です。 

 未入力の場合明細に存在する全ての項目を対象とします。 

 それぞれの項目で、個別指定・範囲指定が可能です。 

 個別指定・範囲指定はタブ操作で切替えが可能です。 
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7. 全設定クリア ボタン 

 抽出条件に設定した値を全てクリアにする場合は、このボタンを押します。 

8. 設定完了 ボタン 

 商品条件設定を完了し、設定画面を終了します。 

＜個別指定＞ ＜範囲指定＞ 

＜品番個別指定＞ 

＜品番範囲指定＞ 

 品番の前方から数桁
に合致する品番を抽

出します。 
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9. 抽出 ボタン 

 1.～8.で設定した条件を元に、移動対象となる品番を画面上に呼び出します。 

10. 移動数量入力 

 移動数量を入力します。「5.移動数に在庫数を表示する」にチェックを 

 入れている場合は在庫数量と同じ数値が初期値として表示されています。 

 なお、表示された品番の以外の品番の追加は出来ません。 

 またマイナス在庫の場合は数量 0 として表示されます。 

 品番の合計数量は「枚数計」項目に表示されます。 

 Ctrl＋右矢印キー(→)を押下すると、カーソルがある欄の移動数を同じ列の移動数にコピーします。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 上代 

 上代金額は商品マスターの上代金額が自動で表示されます。 

12. 上代金額 

 上代金額は上代×枚数計の数値が表示されます。 

13. 備考欄 

 備考欄には全角 15 文字（半角 30 文字）まで入力可能です。 

 本処理では、一度に複数 No の伝票が作成されることもありますが 

 全ての伝票の備考欄に同じ文言が表示されます。 

 

～表示される在庫数について～ 
 

在庫問合せ処理の「現在庫」と同様の数値を算出します。 

 

また、商品マスターで「在庫管理 - 無」と設定されている品番は 

移動対象品番として表示しません。 
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14. 更新ボタン 

 クリックすると移動明細の作成処理が開始されます。 

 本処理内では伝票発行は行わず、移動明細が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. 中止ボタン 

 クリックすると、入力中の内容を破棄して起動時の状態に戻ります。 

16. 呼出時ボタン 

 クリックすると、入力中の移動数量を初期状態に戻します。 

17. 終了ボタン 

 クリックするとメニュー画面に戻ります。 

 

 

作成された移動明細は「移動一覧表」や「出荷一覧表」で確認できます。 

 

また、修正や削除は本処理からは行えません。 

 

「出荷入力」画面から、1 伝票単位での修正・削除となります。 

出荷更新を行った明細は修正・削除を行うことが出来ません。 

 

出荷入力での修正・削除手順に関しては出荷入力のマニュアルをご参照ください。 


